	資料名
	六千人の命のビザ
	インターネット

	主題名
	国境を超えた愛
	内容項目
	４－(１０)国際理解と平和，人類愛
	指導時期
	２月５日

	ねらい
	人間愛の精神を深く自覚し，国際的視野に立って世界の平和と人類の幸福に貢献

しようとする心情を深める。

今の生徒は，日本の過去の戦争について直接の経験はない。し かしながら，戦争については，毎日の新聞やテレビなどで知り，それが人間性に 反するものであることを知っている。戦争を否定し，国際的視野に立って，世界 の平和と人類の幸福に貢献しなければならないという決意を固めさせたい。

	展 開

	○この人を知っていますか？

＊杉原千畝について確認。第二次世界大戦前の国際情勢について。


	
	資料を読む

	
	○あなたならどうする（ネームプレート）

　　命令に背く　　　家族の安全　
　　　　　　　　　↓↑

命令に背きビザを書　自分や家族が危険（外交官として間違っているかも）

ビザを求めてきた人の命

　○決定までにどんな心の動き？
　　＊千畝の葛藤を考えさせる。

　◎ビザを発行しようと決意したとき，杉原さんはどんなことを考えたしょう。
 　　ただろうか。

　　＊当時の国内情勢からみても、杉原さんの常識を超える選択・決心について考える。
　　　　（人間愛に根ざした崇高な精神による決断）

　　・自分にしか助けられない　　・自分に命がかかっている

　　
　○杉原さんはどんなことを考えながらビザを書いていたでしょう。
 　　　・一人でも多くの人を救いたい。

	終末
	教師の説話



　　　


　　　六千人の命のビザ






























































　　　　　　　　





　　　・自分にしか助けられない


　　　・自分に命がかかっている


　　　・最悪の場合は命の保証がない








顔写真





ビザ





地図





命令に従う


　　　↓


家族の安全








命令に背き


ビザを書く


家族の命の危険


　　　　↓


ビザを求めてきた人たちの命が助かる





「否」





「否」





「否」





・一晩中眠れない


・振り切って国外に出ればいい


・国外へ退去することが最善の方法


・焦っている。緊迫





決心









